
２１年 度 役 員 １９名  各 位  

○写 事務局・活動局・監査委員１８名 
 
 
 
 

  逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」 

      ２月度役員会開催のお知らせ（ご案内） 
 

ご多忙のところ、万障繰合わせの上ご出席の程、よろしくお願いします。 

日 時：平成２２年２月７日（日） １０：００～１２：００ 

 

場 所：逆瀬台小学校内 「ゆずり葉コミュニティルーム」 

 

≪ 議  題 ≫ 

報 告  

(1) 1/13(水)「第４回まちづくりフォーラム実行委員会」について  （黄地役員） 

     ★ 資料 １／４頁 

(2) 2/19(金)市長・教育長懇談会の質問書(宝塚市自治会連合会理事研修会)   （会長） 

     ★ まちづくりフォーラム実行委員会、野上児童館運営委員会  資料 ２～４／４頁 

(3) 4/1 付発行の「ゆずり葉だより」春第５９号について        (事務局長) 

     ★ 原稿募集締切り＝3/10(水)   引取り＝3/28(日)10 時～11 時 

(4) パンのモニター試食会アンケートについて              （会長） 

 

 議 案 

(1) 平成２２年度会長の選出                    (事務局長） 

  (2) 平成２１年度活動報告及び会計報告の作成(完3/10)        (事務局長） 

     活動報告締切 ⇒ 3/5(金)    会計精算 ⇒ 3/5(金) 

  (3) 平成２２年度事業計画・会計予算(案)について(２２年度役員)     （会長） 

     福祉コミュニティ支援事業 ⇒ 基本活動からステップアップ活動で申請？ 

     県民交流広場事業・社協予算＝継続＋ゆずり葉いけばな子ども教室２万円 

  (4) 日 程                              （会長） 

     定時役員会 ⇒ 4/25(日)＝報告(活動・会計・監査)、議案(役員・事業・予算) 

     臨時役員会 ⇒ 4/4(日)？ 

 

 ＊＊ その他事項について 

                                 以  上 
 
 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会
「ゆずり葉コミュニティ」

会長 中 村 一 雄
TEL ７２－５６４４ 

平成２２年１月１９日 
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(注) 

・質問は本用紙を使用し、質問事項１問につき１枚を使用してください。 

・質問が複数ある場合は、本用紙を複写して使用してください。 

・質問書は、郵送・ＦＡＸ・Ｅメールで送付してください。 

 

【質問書送付先】〒665-08665 宝塚市東洋町１－１ 

          宝塚市自治会連合会事務局（宝塚市 市民協働推進課） 

          ＴＥＬ  ０７９７－７７－２０５１ 

          ＦＡＸ  ０７９７－７２－１４１９ 

          Ｅメール  m-takarazuka0004@city.takarazuka.lg.jp 

 

【送 付 期 限】 平成２２年２月１日（月） 

 

 

質問タイトル まちづくりフォーラムの目的と成果（実行委員会の構成）について 

 

質 問 内 容 

 今年度、市役所大会議室で 10 月に開催されたＮＰＯ報告会「10 年後宝塚を

こんなまちにしたいから、私たちの活動がある！」、１２月西公民館で開催さ

れたまちづくり市民学習会「市民が輝く地域・まちづくりへの道」と言ったよ

うにフォーラム形式の催しものは各種団体で頻繁に行われている。 

まちづくりフォーラム「みんなでつくろう宝塚」が毎年開催されている。そ

れが行政イベントでなく、またイベント会場だけで終わるのでなく、そのフォ

ーラムの成果・結果を市民に知ってもらう工夫が必要と思える。 

まちづくりフォーラムは、多世代の多くの市民・団体による参画によって成

果が生まれる。そのためには実行委員会構成メンバーの充実と多すぎる「まち

づくり協議会２０人」との団体アンバランスの解消が必要である。宝塚市の総

合フォーラムとして宝塚青年会議所、ＰＴＡ協議会、青少年育成市民会議推進

本部、子ども会連絡協議会、民生・児童委員連合会、体育協会、老人クラブ連

合会、婦人会の実行委員会への参画が何故できないのでしょうか？また「まち

づくりフォーラム」の目的と位置づけが何なのでしょうか？ 

平成 21 年度 理事研修会(市長・教育長懇談会) 質問書

自治会名   逆瀬台２丁目自治会        会長名  中 村 一 雄 

連 絡 先  電話番号  ７２－５６４４    ＦＡＸ  ７２－５６４４ 

○ 質問者 平成２２年 １ 月 ２０ 日

２／４頁



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年度 理事研修会(市長・教育長懇談会) 質問書

(注) 

・質問は本用紙を使用し、質問事項１問につき１枚を使用してください。 

・質問が複数ある場合は、本用紙を複写して使用してください。 

・質問書は、郵送・ＦＡＸ・Ｅメールで送付してください。 

 

【質問書送付先】〒665-08665 宝塚市東洋町１－１ 

          宝塚市自治会連合会事務局（宝塚市 市民協働推進課） 

          ＴＥＬ  ０７９７－７７－２０５１ 

          ＦＡＸ  ０７９７－７２－１４１９ 

          Ｅメール  m-takarazuka0004@city.takarazuka.lg.jp 

 

【送 付 期 限】 平成２２年２月１日（月） 

 

 

質問タイトル 地域児童育成会(学童保育）に対する空き教室の活用について 

 

質 問 内 容 

 平成２２年度から宝塚第一小学校の待機児童対策として、学童保育事業

を聖隷が野上児童館で実施するとの事である。市は国・県の補助金をもら

う単なる窓口になり各種団体へ丸投げをする課題がある。アピア活性化の

まちづくり会社、福祉委託の社協・聖隷、事務委託のＮＰＯセンターと言

った具合である。 

成果ある行財政改革の立場から教育委員会と子ども未来部との事業仕

分けが必要と考える。地域児童育成会は、場所(小学校)と専任指導員がポ

イントであり、宝塚第一小学校のガラガラの空き教室を使用するととも

に、スタッフは保護者・地域ボランティアの醸成を図り、受益者負担、

自己責任を基本として智恵と工夫をださなければ成果のある行財政改革

ができないのではないでしょうか？ 

自治会名   逆瀬台２丁目自治会        会長名  中 村 一 雄 

連 絡 先  電話番号  ７２－５６４４    ＦＡＸ  ７２－５６４４ 

○ 質問者 平成２２年 １ 月 ２０ 日

３／４頁



                                                       平成２２年１月８日 

 

 野上児童館運営委員 各位 

 

                           宝塚市 子ども未来部長 

                                  

 

       野上児童館での学童保育の実施について（お知らせ） 

 

 平素は、野上児童館の運営にご尽力をいただきありがとうございます。 

 さて、宝塚市では、市立小学校全校で 1年生から３年生までの留守家庭等の児童を対象

に、放課後や春・夏・冬の長期休み、土曜日などに学童保育（宝塚市では、地域児童育成

会と言います。）を行っております。 

 しかし、ここ数年来、宝塚第一小学校では、マンション開発等による入所希望児童数の

増加に伴い、入所できない児童（待機児童）が多く発生しており、来年度は３０人を超え

る待機児童の発生が見込まれます。 

 そこで、市では、宝塚第一小学校の待機児童対策として、同校区内にある野上児童館に

おきまして学童保育事業を実施すべく、現在社会福祉法人聖隷福祉事業団と協議を進めて

おります。   

 つきましては、同事業団と調整し、できるだけ早い時期に児童館運営委員会でご報告さ

せていただきたいと考えておりますが、誠に失礼ながら、まずは、文書にてご報告させて

いただきます。 

 なお、事業の実施に先立ち、別添（案）のとおり、宝塚第一小学校地域児童育成会の入

所児童及び待機児童の保護者、来年度宝塚第一小学校に入学予定の保育所児童の保護者へ

のアンケート調査を予定しておりますので、あわせてご報告させていただきます。 

 

● 学童保育とは 

  保護者が就労などの理由で、昼間（放課後等）家庭にいない小学校１年生から３ 

 年生までの児童を対象に、学校の余裕教室などを利用し、適切な遊びや生活の場を 

 与えるものです。 

  専任の指導員による指導のもとで、子どもたちは、宿題をしたり、おやつを食べ 

 たり、家庭と同様の生活をして過ごします。 

● 保育時間 

  ○ 学校のある日は、放課後から午後６時３０分まで 

  ○ 夏休み等の長期休みの間は、午前８時３０分から午後６時３０分まで 

  ○ 土曜日は、午前８時３０分から午後５時まで（１１月～１月の間は、午後４ 

    時３０分まで） 

担当 

宝塚市 子ども未来部 青少年課  浦浜、池内 

TEL 0797-77-2030 

４／４頁
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